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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（a)１種以上の疎水性モノマー、１種以上の親水性及び／又は両親媒性モノマー、１種
以上の開始剤を含む水性ミクロエマルジョン、及び、
　(b)アクリル酸のポリマーもしくはコポリマーを含む少なくとも１種の増粘剤、
を含む重合性組成物であって、前記増粘剤は２００，０００～８００，０００の分子量の
ポリマーを含む、重合性組成物。
【請求項２】
　前記増粘剤は実質的に直鎖状のポリマーを含む、請求項１記載の重合性組成物。
【請求項３】
　前記ポリマーは少なくとも２０質量％のアクリル酸モノマーを含む、請求項１又は２記
載の重合性組成物。
【請求項４】
　電解質、可塑剤、抗微生物剤、治療剤及びそれらの組み合わせからなる群より選ばれる
１種以上の水溶性もしくは水分散性添加剤をさらに含む、請求項１～３のいずれか１項記
載の重合性組成物。
【請求項５】
　請求項１記載の重合性組成物から得られる感圧性組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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技術分野
本発明は、一般に、ミクロエマルジョンから製造される組成物、及び、かかる組成物の製
造及び使用方法に関する。
【０００２】
発明の背景
現代の医療は、電気信号又は電流が患者の体から受け取られ又は患者の体に送られる多く
の医療手順を用いる。これらの手順において用いられる医療装置と患者の皮膚との間のイ
ンターフェースは、通常、生体医療電極を含む。このような電極は、通常、装置に電気的
に接続される導電体と、患者の皮膚に付着され又は接触される導電性媒体とを含む。
【０００３】
生体医療電極を利用する治療手順及び装置は、痛み管理のための経皮電子神経刺激（ＴＥ
ＮＳ）装置、側弯症などの状態の治療のための神経筋刺激（ＮＭＳ）技術、胸腔(chest c
avity)に電気エネルギーを分配し、心臓の細動を除去するための除細動電極、及び、電気
外科手術の間に生じる切開部に分配された電気エネルギーを受け取る分散用電極を含む。
【０００４】
生体医療電極を利用する診断手順は心臓の活動をモニターし、そして心異常を診断する心
電図（ＥＣＧ）を含む。
【０００５】
各々の診断、治療又は電気外科手順では、電解質を含有するイオン導電性媒体を有する少
なくとも１つの生体医療電極は、対象の場所で哺乳類の皮膚に付着され又は接触して配置
され、そしてまた、電気診断、電気治療又は電気外科装置に電気的に接続される。生体医
療電極の重要な部品は哺乳類の皮膚と、診断、治療又は電気外科装置とのインターフェー
スとして作用する導電性媒体である。
【０００６】
これらの導電性媒体を配合する上で長期にわたって理解されてきた困難は導電性と患者の
皮膚への付着性をバランスさせる必要があることである。導電性を提供するための最も良
好な配合物は通常、親水性であり、そして皮膚と、電気診断、治療又は電気外科装置との
間に要求されるイオン導電率を提供するためには水又は水性イオン系を必要とする。しか
しながら、皮膚への付着性を提供するための最も良好な配合物は通常、疎水性である。現
状技術は、通常、特定の電極において、付着性も導電性も最適化されずにバランスしたこ
れらの特性を有する。
【０００７】
これらの相殺をバイパスするための１つの方法は、二連続（バイコンティニュアス）の親
水性領域及び疎水性領域を有する導電性感圧接着剤を提供することである。このような接
着剤はミクロエマルジョンによって形成でき、そしてこのような接着剤の製造及び使用は
同一譲受人の米国特許第５，６７０，５５７号、同第５，６７４，５６１号、同第５，７
７９，６３２号、同第５，８５３，７５０号及び同第５，９５２，３９８号明細書に教示
されており、それを参照により本明細書中に取り入れる。
【０００８】
これらの接着剤は、一般に、配合後に許容される特性を有するが、製造工程の間に少なく
とも１つの欠点を有する。ミクロエマルジョン溶液の粘度が低いために（例えば、５０セ
ンチポアズ未満）、電極支持体上に厚く、均一なコーティングを分配することが容易でな
い。仕上がった二連続接着剤組成物の親水性部分及び疎水性部分は、ミクロエマルジョン
の両方の相において重合を開始するときに同時に形成される。重合前には、組成物は従来
のコーティング技術のためには不便なほど薄く、重合後には、組成物は不便なほど粘性に
なる。
【０００９】
このことは、厚く均一なコーティングが望まれている生体医療電極では特に欠点となる。
厚いコーティングは適切な付着性を提供しそして電極が急速に乾燥することを防止する。
二連続接着剤が傷ドレッシングのために使用されるときには、厚いコーティングは吸収能
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力を提供する。医薬輸送に使用されるときには、厚いコーティングは医薬担持のために重
要である。
【００１０】
実用上、従来のナイフコーターなどの便利なコーティングに適切なレベルにまで組成物の
粘度を上げるためにちょうど十分に、ミクロエマルジョンの部分重合を誘導することによ
り困難さは解決される。最終の重合工程は被覆された材料において誘導され、最終の二連
続接着剤を生じる。この方法は、参照により本明細書中に取り入れる同一譲受人の米国特
許第５，７７３，４８５号明細書において議論されているのと同様である。厄介ではある
が、このような方法は、良好な導電性及び良好な皮膚付着性を同時に有する感圧接着剤の
均一でかつ厚いコーティングを形成する。
【００１１】
しかしながら、最初の部分重合の手はずに伴う余分な工程が負担になり、そして医療関係
消費者への最終の電極のコストを増加させる。増粘剤の無差別的な添加によってはこの欠
点は容易に克服できない。というのは、このような配合物は、一般に、コーティングの間
にミクロエマルジョンを不安定化させる傾向があるからである。
【００１２】
発明の要旨
本発明は、便利な塗布粘度を有しかつ単一の重合工程のみを必要とする、二連続の導電性
感圧接着剤（ＰＳＡ）を製造するための方法を提供する。これは、ミクロエマルジョンと
相容性があり、そして最終の接着剤の特性に損傷を与えないクラスの増粘剤の使用によっ
て達成される。
【００１３】
より詳細には、１つの態様において、本発明は、(a)１種以上の疎水性モノマー、１種以
上の親水性及び／又は両親媒性モノマー、１種以上の開始剤を含む水性ミクロエマルジョ
ン、及び、(b)アクリル酸のポリマーもしくはコポリマーを含む少なくとも１種の増粘剤
、を含む、重合性組成物を提供する。
【００１４】
別の態様において、本発明は、（１）１種以上の疎水性モノマー、１種以上の親水性及び
／又は両親媒性モノマー及び１種以上の開始剤を含む水性ミクロエマルジョンを提供する
こと、
（２）アクリル酸のポリマーもしくはコポリマーを含む少なくとも１種の増粘剤と、前記
水性ミクロエマルジョンを組み合わせること、
（３）増粘されたミクロエマルジョンを基材上にコーティングすること、及び、
（４）前記ミクロエマルジョンに放射線照射して、基材に接触した感圧接着剤組成物を形
成させること、
の工程を一般に含む、基材に接触した、重合したミクロエマルジョン感圧接着剤組成物の
形成方法を提供する。
【００１５】
さらに別の態様において、本発明は、（１）親水性モノマー及び／又は両親媒性モノマー
を約１００／０～約０／１００の質量％比で混合して、第一の混合物を形成させること、
（２）疎水性感圧接着剤を形成するのに適するガラス転移温度を有する疎水性モノマーを
前記第一の混合物中に、約８０／２０～約１０／９０の疎水性モノマー／第一の混合物の
質量％比で混合して、第二の混合物を形成させること、
（３）界面活性剤を前記第二の混合物中に、約５／９５～約３０／７０の界面活性剤／第
二の混合物の質量％比で混合して、第三の混合物を形成させること、
（４）開始剤を前記第三の混合物中に、約０．０１／９９．９９～約２／９８の開始剤／
第三の混合物の質量％比で混合して、第四の混合物を形成させること、
（５）独立に、水と、水溶性もしくは水分散性添加剤とを、約１００／０～約８０／２０
の質量％比で混合して、水性混合物を形成させること、
（６）前記水性混合物と、前記第四の混合物を、５／９５～約５０／５０の水性混合物／
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第四の混合物の質量％比で混合して、ミクロエマルジョンを形成させること、
（７）前記ミクロエマルジョンを、アクリル酸モノマーのポリマーもしくはコポリマーを
含む増粘剤と、約０．５／９９．５～約５／９５の質量比で混合して、増粘されたミクロ
エマルジョンを形成させること、
（８）前記増粘されたミクロエマルジョンを基材上にコーティングすること、及び、
（９）前記ミクロエマルジョンに放射線照射して、基材と接触した感圧接着剤組成物を形
成させること、
の工程を一般に含む、基材と接触した、重合したミクロエマルジョン感圧接着剤組成物の
形成方法を提供する。
【００１６】
さらに他の態様において、本発明は、上記組成物から上記方法により製造された感圧接着
剤、生体医療電極、医療用皮膚カバー及び医薬輸送デバイスを提供する。
【００１７】
発明の詳細な説明
本発明は、コーティングのために便利な粘度を有するミクロエマルジョンによって二連続
の導電性の感圧接着剤（ＰＳＡ）を製造するための方法を提供する。本発明による、重合
したミクロエマルジョンＰＳＡは、ミクロエマルジョンの水性相（水相）におけるラジカ
ル重合性親水性もしくは両親媒性モノマーもしくはオリゴマーの同時重合及びミクロエマ
ルジョンの有機相（油相）中におけるラジカル重合性疎水性モノマーの同時重合から誘導
されて、ＰＳＡを形成する。好ましくは、ＰＳＡは二連続の構造を有し、さらにより好ま
しくは、２種の固体の実質的に非孔質の二連続相を有する。ポリマーを形成するために使
用される疎水性モノマーの選択及び重量％の選択は得られる組成物の感圧接着剤特性を最
適化するように選択されることができる。
【００１８】
実質的に非孔質で二連続の構造を有する本発明の好ましい重合したミクロエマルジョンＰ
ＳＡは、親水性ポリマー及び疎水性ポリマーＰＳＡの両方のバルク特性が同時に要求され
る用途に特に有用性を見出すであろう。
【００１９】
Ｉ．水性相
一般に、本発明の重合性ミクロエマルジョンは、水、ラジカル（共）重合性エチレン系不
飽和極性親水性もしくは両親媒性モノマーもしくはオリゴマー、場合により存在する水溶
性開始剤及び場合により存在する水溶性添加剤を含む水性相を含む。
【００２０】
Ｉ．ａ．水
ミクロエマルジョン組成物は、ミクロエマルジョンの合計質量を基準として、一般に、約
２～約５０質量％の水を含み、好ましくは約５～約３０質量％、そして最も好ましくは約
６～約２５質量％の水を含む。好ましくは、ミクロエマルジョンは脱イオン水を含む。水
性相はまた、最終使用におけるＰＳＡの特性のために選択された水溶性及び／又は水分散
性添加剤をも含んでよい。ミクロエマルジョン中に含まれる水の最も適切な質量％を決定
するために、透明なミクロエマルジョン領域に達するまで、水を漸増的に添加してよい。
【００２１】
Ｉ．ｂ．ラジカル（共）重合性エチレン系不飽和極性種
本発明の水性相は少なくとも１種のラジカル重合性エチレン系不飽和極性モノマーもしく
はオリゴマーを含む。極性モノマーもしくはオリゴマーは、油不溶性（親水性）であるこ
とができ、又は、水溶性かつ油溶性（両親媒性）であることができる。好ましくは、水性
相中の極性オリゴマーの使用は、本発明の重合したミクロエマルジョンＰＳＡに実質的に
非孔質の二連続構造を生成させることを促進する。
【００２２】
モノマーは、一般に、油性相中に実質的に不溶性である極性モノマー及び油不溶性モノマ
ー以外の極性モノマー（すなわち、水溶性でかつ油溶性である極性モノマー）からなる群
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より選ばれる。
【００２３】
ミクロエマルジョン組成物は、重合したミクロエマルジョンＰＳＡの所望の特性により、
ミクロエマルジョンの合計質量を基準として、累積的に、約２～約９０質量％、好ましく
は約５～約７０質量％、そして最も好ましくは約１０～約６０質量％の、要求される親水
性もしくは両親媒性のモノマーもしくはオリゴマーを含むであろう。
【００２４】
Ｉ．ｂ．ｉ．極性エチレン系不飽和ラジカル（共）重合性オリゴマー
油相中に実質的に不溶性であるか又は水溶性でかつ油溶性である、有用な極性エチレン系
不飽和ラジカル（共）重合性オリゴマーは、限定するわけではないが、ポリエチレンオキ
シドアクリレート、ポリエチレンオキシドジアクリレート、ポリエチレングリコールアク
リレート、ポリエチレングリコールジアクリレート、ポリウレタンアクリレート、ポリウ
レタンジアクリレート、Ｎ－ビニルピロリドンマクロマー及びそれらの混合物を含む。ポ
リエチレンオキシドアクリレート及びポリエチレンオキシドジアクリレートは好ましい。
最も好ましいオリゴマーは、入手容易性及び配合容易性の点から、ポリエチレンオキシド
アクリレートを含む。有用なオリゴマーは、実質的に非孔質の二連続構造を好ましくは有
するポリマー複合材の最適物性（例えば、吸水性、非孔質性、強度）のために、通常、数
平均分子量が約１００～約１００，０００であり、好ましくは約１００～約６０，０００
であり、そして最も好ましくは約１００～約５０００である。
【００２５】
Ｉ．ｂ．ｉｉ．実質的に油不溶性ラジカル（共）重合性エチレン系不飽和極性モノマー
第一のタイプの場合により存在する極性モノマーは油相中に実質的に不溶性である、水溶
性ラジカル（共）重合性エチレン不飽和極性モノマーである。用語「実質的に油不溶性」
及び「水溶性」は、両方とも、油相中で約０．５質量％未満の溶解度を有し、そして与え
られた温度（好ましくは約２５℃～３５℃）において、油相中の濃度／水性相中の濃度の
分配比が約０．００５未満であることを示すことを意味する。このようなモノマーは、非
イオン性、例えばアクリルアミドであっても、又は、イオン性であってもよい。非イオン
性モノマーとイオン性モノマーとの混合物を用いてもよい。これらの条件を満たすイオン
性モノマーは、制限するわけではないが、ナトリウムスチレンスルホネート、アクリル酸
カリウム、アクリル酸ナトリウム、メタクリル酸ナトリウム、アクリル酸アンモニウム、
ナトリウム２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホネート、４，４，９－トリメ
チル－４－アゾニア－７－オキサ－デス－９－エン－１－スルホネート、Ｎ，Ｎ－ジメチ
ル－Ｎ－（β－メタクリルオキシエチル）アンモニウムプロピオネートベタイン、トリメ
チルアミンメタクリルアミド、１，１－ジメチル－１－（２，３－ジヒドロキシプロピル
）アミンメタクリルアミド、及び、必要な溶解度要件を有する他の両性イオン性エチレン
系不飽和モノマー、並びに、これらの混合物などを含む。好ましい油不溶性極性モノマー
は、配合の容易さ及び重合したときの望ましい特性のために、アクリルアミド、ナトリウ
ムスチレンスルホネート、アクリル酸ナトリウム、ナトリウム２－アクリルアミド－２－
メチルプロパンスルホネート、メタクリル酸ナトリウム及びそれらの混合物からなる群よ
り選ばれるものを含む。
【００２６】
Ｉ．ｂ．ｉｉｉ．（Ｉ．ｂ．ｉｉ．）以外のラジカル（共）重合性エチレン系不飽和極性
モノマー
当業界に既知の多くの極性モノマーは水及び油の両方に対するある程度の溶解度を示す。
それらは油相中で約０．５％以上の溶解度を有し、そして与えられた温度（好ましくは約
２５℃～３０℃）において、油相中の濃度／水性相中の濃度の分配比が約０．００５以上
であることを示す。本発明のミクロエマルジョンの水性相と油相との間に分配されうる有
用な極性エチレン系不飽和ラジカル（共）重合性モノマーは、制限するわけではないが、
Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルカプロラクタム、（メタ）アクリル酸、ヒドロキシエ
チル（メタ）アクリレート、イタコン酸、スチレンスルホン酸、Ｎ－置換アクリルアミド
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、Ｎ，Ｎ－二置換アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリレート、２－
アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸及びそれらの混合物を含む。好ましい極
性の分配されうるモノマーは、（メタ）アクリル酸、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニル
カプロラクタム、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアク
リルアミド、スチレンスルホン酸、２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸
及びそれらの混合物を含む。最も好ましい極性の分配されうるモノマーは、アクリル酸、
Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルカプロラクタム、Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド及
びそれらの混合物を含み、それは二相ポリマー複合材に物理的強度などの好ましい特性を
付与することができるからである。
【００２７】
Ｉ．ｃ．水溶性開始剤
水性相は、場合により、熱開始剤、光開始剤及びそれらの混合物からなる群より選ばれる
水溶性ラジカル重合開始剤をさらに含むことができる。
【００２８】
Ｉ．ｃ．ｉ．水溶性光開始剤
本発明において有用な水溶性光開始剤は電磁線（通常、紫外線）に暴露されたときにラジ
カルを発生し、そして親水性モノマー、親油性モノマー、（共）重合性オリゴマー、及び
、存在するときには後述する（共）重合性界面活性剤の（共）重合のための開始剤として
作用する光開始剤である。有用な水溶性光開始剤は、制限するわけではないが、イオン性
部分、親水性部分又はその両方で置換されたベンゾフェノン、イオン性部分、親水性部分
又はその両方で置換されたチオキサントン、及び、４－置換－（２－ヒドロキシ－２－プ
ロピル）フェニルケトン（４－置換基がイオン性もしくは親水性部分である）を含む。こ
のようなイオン性もしくは親水性部分は、制限するわけではないが、ヒドロキシル基、カ
ルボキシル基及びカルボン酸塩の基を含む。有用な水溶性ベンゾフェノンは、制限するわ
けではないが、４－トリメチルアミノメチルベンゾフェノンヒドロクロリド及びベンゾフ
ェノンナトリウム４－メタンスルホネートを含む。有用な水溶性チオキサントンは、制限
するわけではないが、３－（２－ヒドロキシ－３－トリメチルアミノプロポキシ）チオキ
サントンヒドロクロリド、３－（３－トリメチルアミノプロポキシ）チオキサントンヒド
ロクロリド、チオキサントン３－（２－エトキシスルホン酸）ナトリウム塩、及び、チオ
キサントン３－（３－プロポキシスルホン酸）ナトリウム塩を含む。有用な水溶性フェニ
ルケトンは、制限するわけではないが、（２－ヒドロキシ－２－プロピル）（４－ジエチ
レングリコールフェニル）ケトン、（２－ヒドロキシ－２－プロピル）（フェニル－４－
ブタンカルボキシレート）ケトン、４－（２－ヒドロキシエトキシ）フェニル－（２－プ
ロピル）ケトン、及びそれらの水溶性塩を含む。好ましい水溶性光開始剤は、４－トリメ
チルアミノメチルベンゾフェノンヒドロクロリドである。
【００２９】
水性相は、ミクロエマルジョン中の全（共）重合性種１００重量部を基準として、使用さ
れるときには約０．０５～約１重量部の光開始剤を含むことができ、そして好ましくは約
０．１～約１重量部の光開始剤を含むことができる。
【００３０】
Ｉ．ｃ．ｉｉｉ．水溶性開始剤
本発明において有用な水溶性開始剤は、熱にさらされたときにラジカルを発生し、親水性
モノマー、親油性モノマー、（共）重合性オリゴマー、及び、存在する場合には、下記に
記載されるとおりの（共）重合性界面活性剤の（共）重合を開始する開始剤を含む。適切
な水溶性熱開始剤は、限定するわけではないが、過硫酸カリウム、過硫酸アンモニウム、
過硫酸ナトリウム及びそれらの混合物；酸化還元開始剤、例えば、上記の過硫酸塩と、ナ
トリウムメタビスルフィット及びナトリウムビスルフィットなどの還元剤との反応生成物
；及び４，４’－アゾビス（４－シアノペンタノン酸）及びその水溶性塩（例えば、ナト
リウム、カリウム塩）を含む。好ましい水溶性熱開始剤は過硫酸アンモニウムである。好
ましくは、殆どの水溶性熱開始剤は約５０℃～約７０℃の温度で使用され、一方、酸化還
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元タイプの開始剤は約３０℃～約５０℃の温度で使用される。使用されるときに、水溶性
熱開始剤は、ミクロエマルジョン組成物中の（共）重合性種１００質量部に対して、約０
．０５～約１質量部、好ましくは約０．１～約１質量部で含まれることができる。
【００３１】
Ｉ．ｄ．水溶性添加剤
水性相は特定の性質及び／又は外観を有する、重合したミクロエマルジョンＰＳＡを製造
するために、種々の水溶性添加剤を場合によりさらに含んでよい。各添加剤は所望の最終
製品を製造するために選択される。例えば、もし、導電性ポリマーを所望するならば、電
解質を添加することができる。もし着色剤入りポリマーを所望するならば、染料を添加す
ることができる。有用な添加剤の例は、限定するわけではないが、水溶性架橋剤（例えば
、メチレンビスアクリルアミド）、可塑剤（例えば、グリセリン及びポリアルキレングリ
コール）、ｐＨ調節剤、電解質、染料、顔料、医薬活性化合物、生体学的活性化合物、補
助溶剤、非共重合性極性オリゴマー、それらの混合物などを含む。特に、限定するわけで
はないが、塩化カリウム、塩化リチウム、塩化ナトリウム及びそれらの混合物を含む、電
解質は、重合したミクロエマルジョンＰＳＡが導電性を示すことが望まれるときに、本発
明の種々の配合物中に有用であることが判った。合計の水性相１００質量部を基準にして
、１０質量部以下の電解質が含まれてよく、好ましくは約０．５質量部～約５質量部の電
解質が含まれる。
【００３２】
添加剤として有用な非共重合性極性オリゴマーは、限定するわけではないが、ポリ（Ｎ－
ビニルピロリドン）、ポリエチレングリコール、ポリ（オキシエチレン）アルコール、ポ
リ（エチルイミン）及びそれらの混合物を含む。このようなオリゴマーは、得られる重合
したミクロエマルジョンＰＳＡのバルク特性に影響を及ぼすために、例えば、材料に親水
性を付与するために添加される。
【００３３】
典型的な補助溶剤は、約１～約８個の炭素原子を有する脂肪族アルコール（例えば、グリ
セリン）、ポリエーテル（例えば、ブチルセロソルブ（商標）、ブチルカルビトール（商
標）、ヘキシルセロソルブ（商標）及びヘキシルカルビトール（商標）、全てUnion Carb
ideから市販）及びそれらの混合物を含む。
【００３４】
水性相に添加される本質的に全ての有機水溶性添加剤は、ミクロエマルジョンの有機相中
にある溶解度を示すであろうということが認識されるであろう。各添加剤は水性相と有機
相との間にそれ自体の分配比を有する。このように、特に特定しないかぎり、上記の水性
相中の構成成分は有機相中にも見られ、そして有機相の性質にも影響を及ぼすであろう。
上記の各々全ての添加剤の特定の分配比を定量化することは本発明の理解及び実施のため
に必要ではない。
【００３５】
ＩＩ．油相
用語「有機相」、「油相」及び「親油性相」は本明細書中において、相互互換的に使用さ
れる。
【００３６】
重合を開始する前に、本発明のミクロエマルジョン組成物の油相は、疎水性感圧接着性ホ
モポリマーもしくはコポリマーを形成するのに適切な疎水性ラジカル（共）重合性モノマ
ー、ラジカル（共）重合性極性モノマー、油溶性開始剤及び、場合により、反応性親油性
添加剤を含む。
【００３７】
ＩＩ．ａ．疎水性ラジカル（共）重合性モノマー
本発明のミクロエマルジョンの親油性相中に有用な疎水性ラジカル重合性エチレン系不飽
和モノマーは、限定するわけではないが、アクリル酸の約Ｃ１～約Ｃ１８アルキルエステ
ル、すなわち、アクリル酸と、約Ｃ１～約Ｃ１８アルコールとから誘導されるエステルか
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らなる群より選ばれるものを含むが、但し、このようなモノマーは、感圧接着性を有する
疎水性ポリマーを形成するのに適切なものである。
【００３８】
得られる重合したミクロエマルジョンＰＳＡのガラス転移温度（Ｔｇ）は当業者に既知の
技術によって決定できる。得られる重合したミクロエマルジョンＰＳＡのＴｇは感圧接着
性を有する疎水性ポリマーを形成するのに適する疎水性モノマーの選択により寄与される
。約１０℃未満のＴｇは、頻繁に、感圧接着性を有する疎水性ポリマーを提供することに
なるであろう。約０℃未満のＴｇは、より頻繁に、感圧接着性を有する疎水性ポリマーを
提供することになるであろう。約－１０℃未満のＴｇは、最も頻繁に、感圧接着性を有す
る疎水性ポリマーを提供することになるであろう。
【００３９】
これらの可能な疎水性モノマーの候補の中で、イソオクチルアクリレート、２－エチルヘ
キシルアクリレート及びｎ－ブチルアクリレートを含むアルキルアクリレートは、それら
の使用のための入手容易性及びこのようなモノマーから形成される、得られる疎水性ポリ
マーのＴｇの理由から、特に好ましい。
【００４０】
有機相は、上記のアルキルアクリレートモノマーと共重合可能なラジカル重合性エチレン
系不飽和コモノマーをさらに含んでもよく、それにより、得られる重合したミクロエマル
ジョンＰＳＡのガラス転移温度（Ｔｇ）を、疎水性モノマーにより寄与されるＴｇから改
変することができる。好ましいコモノマーは、スチレン、アクリロニトリル及びビニルエ
ステル（例えば、酢酸ビニル、ビニルプロピオネート及びビニルネオペンタノエートなど
）を含み、コモノマーの選択は最終の固体の二連続ポリマーの所望の特性による。
【００４１】
本発明の重合したミクロエマルジョンＰＳＡは、ミクロエマルジョンの合計質量を基準と
して、一般に、約５～約８０質量％、好ましくは約１０～約７０質量％、そして最も好ま
しくは約１２～約６０質量％の疎水性モノマーを含み、それにより、それから製造される
、得られる重合したミクロエマルジョンＰＳＡに十分な強度、凝集性及び感圧接着性を付
与する。
【００４２】
上記のとおり、ミクロエマルジョンの各成分の％組成はコポリマーの所望の感圧接着性を
基礎に当業者によって決定されるであろう。
【００４３】
ＩＩ．ｂ．ラジカル（共）重合性極性モノマー
上記のＩ．ｂ．ｉｉ．及びＩ．ｂ．ｉｉｉ．で記載したラジカル重合性極性モノマーを使
用するならば、ミクロエマルジョン組成物の有機相はこのような極性モノマーの一部を含
むであろう。というのは、このような有機材料は上記のとおり、ミクロエマルジョンの水
性層と有機相との間で分配されるからである。記載される各モノマーはそれ自体の分配比
を示し、その列挙は本発明の理解及び実施のために必要ない。
【００４４】
ＩＩ．ｃ．油溶性開始剤
油相は油溶性ラジカル光重合開始剤（光開始剤）を含み、場合により、熱開始剤をさらに
含む。
【００４５】
ＩＩ．ｃ．ｉ．油溶性光開始剤
有用な油溶性光開始剤は、一般に、電磁線（通常、紫外線）へさらされたときにラジカル
を発生し、親水性モノマー及び／又はオリゴマー、親油性モノマー、及び、存在するとき
には、（共）重合性界面活性剤の（共）重合のための開始剤として作用するものを含む。
有用な光開始剤は、限定するわけではないが、（１）ミヒラーケトン及びベンジルもしく
はベンゾフェノンの混合物で、好ましくは約１：４の重量比の混合物、（２）米国特許第
４，２８９，８４４号明細書に記載されるとおりのクマリンをベースとする光開始剤系（
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参照により本明細書に取り入れる）及び（３）ジメトキシフェニルアセトフェノン及び／
又はジエトキシアセトフェノンをベースとする系を含む。油溶性光開始剤は、有機相の一
部としてミクロエマルジョン中に最初に含められる。放射線照射時に、これにより生じる
フリーラジカルは水性相中及び有機相中の両方の中のモノマーの（共）重合、並びに、（
共）重合性界面活性剤の共重合を行う。
【００４６】
有機相はミクロエマルジョン中の合計の（共）重合性種１００質量部を基準として、約０
．０１～約５質量部の油溶性光開始剤を含む。
【００４７】
ＩＩ．ｃ．ｉｉ．場合により存在しうる油溶性熱開始剤
油溶性熱開始剤は上記の光重合工程に次いで重合反応を完了させるために、本発明の二連
続ポリマーの製造において場合により使用されてもよい。
【００４８】
有用な油溶性熱開始剤は、熱にさらされたときにフリーラジカルを発生し、親水性モノマ
ー、オリゴマー、親油性モノマー、及び、存在するときには、後述するような重合性界面
活性剤の（共）重合を開始するものを含む。適切な油溶性熱開始剤は、限定するわけでは
ないが、Vazo 64（商標）（２，２’－アゾビス（イソブチロニトリル））及びVazo 52（
商標）（２，２’－アゾビス（２，４－ジメチルペンタンニトリル））（両方ともduPont
から入手可能）などのアゾ系化合物、ベンゾイルペルオキシド及びラウロイルペルオキシ
ドなどの過酸化物、及び、それらの混合物からなる群より選ばれるものを含む。好ましい
油溶性熱開始剤は２，２’－アゾビス（イソブチロニトリル）である。
【００４９】
有機相は、ミクロエマルジョン中、（共）重合性化合物の合計質量１００部を基準にして
、約０～約５質量部、典型的には使用されるときに約０．０５～約５質量部、好ましくは
使用されるならば約０．１～約５質量部の油溶性熱開始剤を含むことができる。
【００５０】
ＩＩ．ｄ．場合により存在しうる反応性親油性添加剤
有機相は、限定するわけではないが、油溶性架橋剤、連鎖移動剤及びそれらの混合物を含
む、１種以上のラジカル反応性成分を場合によりさらに含んでよい。有用な架橋剤の例は
、限定するわけではないが、ジビニルベンゼン、１，４－ブタンジオールジアクリレート
、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、１，８－オクタンジオールジアクリレート
などの約Ｃ４～約Ｃ８アルキルジアクリレート、及びそれらの混合物を含む。好ましい架
橋剤は１，６－ヘキサンジオールジアクリレートである。架橋剤は、もし添加されるなら
ば、最終のポリマーの凝集強さなどの物性を変更する。有機相は、合計の油相１００質量
部を基準として、約０～約１０質量部又はそれ以上の架橋剤を場合によりさらに含み、典
型的には、使用されるならば、約０．１～約２質量部の架橋剤を含む。架橋剤の使用量は
、溶剤中の不溶性、弾性率及び内部強度などのポリマーの物性を決定するであろう。その
ような適用では、有機相は、通常、油相１００質量部を基準として、約０．１～約５質量
部の架橋剤を含む。当業者は所望の物性を得るために適切な架橋剤の量を決定することが
できるであろう。また、当業者は本発明の配合物中に使用されうる架橋剤の量の実用上の
上限はないことを理解するであろう。
【００５１】
有機相は連鎖移動剤を場合によりさらに含んでよい。有用な連鎖移動剤の例は、四臭化炭
素、アルコール、メルカプタン及びそれらの混合物を含む。存在するときには、好ましい
連鎖移動剤はイソオクチルチオグリコレートである。油相は合計油相質量１００部を基準
として、約０．５質量部以下の連鎖移動剤をさらに含んでよく、使用されるならば、通常
、約０．０１質量部～約０．５質量部、好ましくは約０．０５質量部～約０．２質量部の
連鎖移動剤が含まれる。
【００５２】
ＩＩ．ｅ．場合により存在しうる非反応性親油性添加剤
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油相は、１種以上の非反応性油溶性添加剤を場合によりさらに含むことができる。種々の
非反応性油溶性添加剤はミクロエマルジョン中に含まれることができる。これらの材料は
、特定の物性又は外観を有する最終ポリマー系を製造するために添加される。このような
、場合により存在しうる親油性添加剤の例は、限定するわけではないが、当業界において
よく知られているフタレートエステル類のうちの１種などの可塑剤からなる群より選ばれ
るものを含む。油相は、油相１００質量部を基準に約０～約２０質量部の可塑剤を場合に
よりさらに含んでよく、使用されるならば、通常、約５～約２０質量部、好ましくは約８
～約１５質量部の可塑剤を含む。
【００５３】
ＩＩＩ．界面活性剤
非イオン性及びイオン性（アニオン性及びカチオン性）界面活性剤も、ミクロエマルジョ
ン組成物を製造するのに本発明において一般に使用される。界面活性剤はミクロエマルジ
ョン中に存在するモノマーと共重合性であっても、又は、非共重合性であってもよい。界
面活性剤は好ましくは共重合性であり、それにより、得られる重合したミクロエマルジョ
ンは水に対して、より低い感受性となる。耐水性が要求されないときには、非共重合性界
面活性剤は一般的にコストが低いことから好ましい。
【００５４】
１．非イオン性界面活性剤
非イオン性界面活性剤は、通常、有機脂肪族もしくはアルキル芳香族疎水性化合物と親水
性であるエチレンオキシドなどのアルキレンオキシドとの縮合生成物である。遊離水素が
存在するカルボキシ、ヒドロキシ、アミド又はアミノ基を有する殆どどの疎水性化合物も
エチレンオキシドと縮合して非イオン性界面活性剤を生成することができる。縮合生成物
のエチレンオキシド鎖の長さは調節されて、所望の疎水性要素と親水性要素とのバランス
（親水性－疎水性バランス、すなわち、ＨＬＢ）を達成することができる。界面活性剤の
ＨＬＢは界面活性剤の親水性（水嗜好性もしくは極性）基及び親油性（油嗜好性もしくは
非極性）基のサイズ及び強さのバランスを表現するものである。ミクロエマルジョンを製
造するための本発明のための非イオン性界面活性剤の有用なＨＬＢは約６～約１９であり
、好ましくは約９～約１８であり、そして最も好ましくは約１０～約１６である。有用な
非イオン性界面活性剤は非（共）重合性非イオン性界面活性剤、エチレン系不飽和共重合
性非イオン界面活性剤及びそれらの混合物を含む。
【００５５】
１．ａ．非（共）重合性非イオン性界面活性剤
特に適切な非反応性非イオン性界面活性剤は、上記に規定したＨＬＢを達成するために、
直鎖もしくは枝分かれ形態の、約８～約２０個の炭素原子を含む脂肪アルコールなどの高
級脂肪アルコールが、約３～約１００モル、好ましくは約５～約４０モル、最も好ましく
は約５～約２０モルのエチレンオキシドと縮合した縮合生成物を含む。このような非イオ
ン性エトキシル化脂肪アルコール界面活性剤の例はUnion CarbideからのTergitol（商標
）15-Sシリーズ及びICIからのBrij（商標）界面活性剤である。Tergitol（商標）15-S界
面活性剤は、Ｃ１１～Ｃ１５第二級アルコールポリエチレングリコールエーテルを含む。
Brij（商標）58界面活性剤はポリオキシエチレン（２０）セチルエーテルであり、そして
Brij（商標）76界面活性剤はポリオキシエチレン（１０）ステアリルエーテルである。
【００５６】
他の適切な非反応性非イオン性界面活性剤は、上記に規定したＨＬＢを達成するために、
約６～１２個の炭素原子を直鎖もしくは枝分かれ鎖形態で含むアルキルフェノール１モル
と、約３～約１００モル、好ましくは約５～約４０モル、最も好ましくは約５～約２０モ
ルのエチレンオキシドとのポリエチレンオキシド縮合物を含む。非反応性非イオン性界面
活性剤の例は、Rhone-PoulencからのIgepal（商標）ＣＯ及びＣＡシリーズである。Igepa
l（商標）ＣＯ界面活性剤はノニルフェノキシポリ（エチレンオキシ）エタノールを含む
。Igepal（商標）ＣＡ界面活性剤はオクチルフェノキシポリ（エチレンオキシ）エタノー
ルを含む。
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【００５７】
使用可能な非反応性非イオン性界面活性剤の別の群は、約６～約１９、好ましくは約９～
約１８、そして最も好ましくは約１０～約１６のＨＬＢ値を有するエチレンオキシド及び
プロピレンオキシドもしくはブチレンオキシドのブロックコポリマーを含む。このような
非イオン性ブロックコポリマー界面活性剤の例は、BASFからのPluronic（商標）及びTetr
onic（商標）シリーズの界面活性剤を含む。Pluronic（商標）界面活性剤は、エチレンオ
キシド－プロピレンオキシドブロックコポリマーを含む。Tetronic（商標）界面活性剤は
エチレンオキシド－プロピレンオキシドブロックコポリマーを含む。
【００５８】
さらに他の満足できる非反応性非イオン性界面活性剤は、限定するわけではないが、ＨＬ
Ｂが約６～約１９、好ましくは約９～約１８、そして最も好ましくは約１０～約１６であ
る、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル及びポリ
オキシエチレンステアレートを含む。このような脂肪酸エステル非イオン性界面活性剤の
例は、ICIからのSpan（商標）、Tween（商標）及びMyrj（商標）界面活性剤を含む。Span
（商標）界面活性剤はＣ１２～Ｃ１８ソルビタンモノエステルを含む。Tween（商標）界
面活性剤は、ポリ（エチレンオキシド）Ｃ１２～Ｃ１８ソルビタンモノエステルを含む。
Myrj（商標）界面活性剤はポリ（エチレンオキシド）ステアレートを含む。
【００５９】
１．ｂ．エチレン系不飽和共重合性非イオン性界面活性剤
本発明の重合性ミクロエマルジョン組成物中に取り込むのに適切な非イオン性界面活性剤
は、エチレン系不飽和共重合性非イオン性界面活性剤であり、限定するわけではないが、
一般式
Ｒ－Ｏ－（Ｒ’Ｏ）ｍ－（ＥＯ）（ｎ－１）－ＣＨ２ＣＨ２ＯＨ
（式中、Ｒは（約Ｃ２～約Ｃ１８）アルケニル、アクリリル、アクリリル（約Ｃ１～約Ｃ

１０）アルキル、メタクリリル、メタクリリル（約Ｃ１～約Ｃ１０）アルキル、ビニルフ
ェニル及びビニルフェニレン（約Ｃ１～約Ｃ６）アルキルからなる群より選ばれ、
Ｒ’Ｏは、２個を超え、好ましくは３又は４個の炭素原子を有するエポキシ化合物から誘
導される二価アルキレンオキシ基、例えば、プロピレンオキシド、ブチレンオキシドなど
、及びそれらの組み合わせからなる群より選ばれ、
Ｅは二価エチレン基であり、
ｍは約５～約１００の整数であり、
ｎは約５～約１００の整数であり、ｍ及びｎの比率は約２０：１～約１：２０である）に
該当するものを含む。
【００６０】
ｍ及びｎの比率の変更は重合性界面活性剤のＨＬＢを変更するであろうことが理解される
であろう。本発明の非イオン性界面活性剤に要求されるＨＬＢは約６～約１９であり、好
ましくは約９～約１８であり、そして最も好ましくは約１０～約１６である。このような
共重合性非イオン性界面活性剤の例は、Mazon BSN 185, 186及び187の商品名でPPG Indus
triesから入手可能なアルキレンポリアルコキシエタノール界面活性剤である。Mazon BSN
（商標）界面活性剤はアルキレンポリアルコキシエタノールを含む。
【００６１】
２．アニオン性界面活性剤
アニオン性界面活性剤は、通常、（約Ｃ６～約Ｃ２０）アルキル、アルキルアリールおよ
びアルケニル基からなる群より選ばれる疎水性部分と、スルフェート、スルホネート、ホ
スフェート、ポリオキシエチレンスルフェート、ポリオキシエチレンスルホネート、ポリ
オキシエチレンホスフェート並びにこのようなアニオン性基のアルカリ金属塩、アンモニ
ウム塩及び第三級アミノ塩からなる群より選ばれるアニオン性基を含む。（約Ｃ２～約Ｃ

１８）アルケニルポリオキシプロピレンもしくは（約Ｃ２～約Ｃ１８）ポリオキシブチレ
ンを疎水性部分として含み、そしてポリオキシエチレンスルフェートであるアニオン性基
を含む特定のエチレン系不飽和共重合性界面活性剤もミクロエマルジョンを製造するのに
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本発明において有用である。本発明において有用であるさらなるアニオン性界面活性剤の
例を以下において議論する。
【００６２】
２．ａ．非反応性アニオン性界面活性剤
本発明において使用されうる非反応性アニオン性界面活性剤は、限定するわけではないが
、アルキルもしくはアルキルアリールスルフェートもしくはスルホネート（約Ｃ６～約Ｃ

２０）、例えば、ナトリウムラウリルスルフェート（Stepan Co.からPolystep（商標）B-
3として市販）及びナトリウムドデシルベンゼンスルホネート（Rhone-PoulencからSipona
te（商標）DS-10として市販）；界面活性剤中のエチレンオキシド繰り返し単位が約３０
単位を下回り、好ましくは約２０単位を下回り、最も好ましくは約１５単位を下回るポリ
オキシエチレン（約Ｃ６～約Ｃ２０）アルキルもしくはアルキルフェノールエーテルスル
フェート、例えば、Stepan Co.から市販のPolystepa B-1及びRhone-PoulencからのAlipal
（商標）EP110及び115；界面活性剤中のエチレンオキシド繰り返し単位が約３０単位を下
回り、好ましくは約２０単位を下回り、最も好ましくは約１５単位を下回る、リン酸の（
約Ｃ６～約Ｃ２０）アルキルもしくはアルキルフェノキシポリ（エチレンオキシ）エチル
モノエステル及びジエステル並びにその塩、例えば、GAFからのGafac（商標）PE-510及び
Gafac（商標）RE-610を含む。
【００６３】
２．ｂ．エチレン系不飽和共重合性アニオン性界面活性剤
ミクロエマルジョン組成物中に取り込むのに適切なアニオン性界面活性剤は、限定するわ
けではないが、下記式
Ｒ－Ｏ－（Ｒ’Ｏ）ｍ－（ＥＯ）（ｎ－１）－ＣＨ２ＣＨ２Ｘ
（式中、Ｒは約Ｃ２～約Ｃ１８アルケニル、アクリリル、アクリリル（約Ｃ１～約Ｃ１０

）アルキル、メタクリリル、メタクリリル（約Ｃ１～約Ｃ１０）アルキル、ビニルフェニ
ル及びビニルフェニレン（約Ｃ１～約Ｃ６）アルキルからなる群より選ばれ、
Ｒ’Ｏは、２個を超え、好ましくは３又は４個の炭素原子を有するエポキシ化合物から誘
導される二価アルキレンオキシ基、例えば、プロピレンオキシ及びブチレンオキシド並び
にこのようなアルキレンオキシ基の混合物からなる群より選ばれ、
Ｅは二価エチレン基であり、
ｍは約５～約１００の整数であり、
ｎは約５～約１００の整数であり、ｍ及びｎの比率は約２０：１～約１：２０である）の
エチレン系不飽和共重合性アニオン性界面活性剤を含む。
【００６４】
ｍ及びｎの比率の変更は重合性界面活性剤のＨＬＢを変更するであろうことが理解される
であろう。本発明のアニオン性共重合性界面活性剤に要求されるＨＬＢは、Ｘ－基を除い
て約３～約１６である。Ｘはスルホネート、スルフェート、ホスフェート及びこのような
アニオン性基のアルカリ金属塩もしくはアンモニウム塩もしくは第三級アミノ塩からなる
群より選ばれるアニオン性基である。このような共重合性アニオン性界面活性剤の例は、
PPG Industries, Inc.からのMazon SAM 211である。
【００６５】
３．カチオン性界面活性剤
本発明において有用なカチオン性界面活性剤は、限定するわけではないが、少なくとも１
個のより高分子量の基と２個又は３個のより低分子量の基とが共通の窒素原子に結合して
カチオンを形成している第四級アンモニウム塩であって、その電気的にバランスさせるア
ニオンがハロゲン化物（臭化物、塩化物など）、アセテート、ニトリット及び低級アルコ
スルフェート（メソスルフェートなど）からなる群より選ばれる第四級アンモニウム塩を
含む。窒素上のより高分子量の置換基はしばしば約１０～約２０個の炭素原子を含む高級
アルキル基であり、そしてより低分子量の基は約１～約４個の炭素原子の低級アルキル、
例えばメチル又はエチルであることができ、ある場合には、ヒドロキシなどで置換されて
いてよい。置換基の１つ以上はアリール部分を含んでよく、又は、ベンジル又はフェニル
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などのアリールで置換されていてよい。可能なより低分子量の置換基には、また、ヒドロ
キシル末端基を有するポリエチレンオキシ部分などの低級ポリアルコキシ部分によって置
換された、約１～約４個の炭素原子の低級アルキル、例えばメチル又はエチルも含まれ、
そして一般式
－Ｒ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）（ｎ－１）ＣＨ２ＣＨ２ＯＨ
（式中、Ｒは窒素に結合したＣ１～Ｃ４二価アルキル基であり、そしてｎは約１～約１５
の整数である）に該当するものを含む。または、このような末端ヒドロキシルを有する低
級ポリアルコキシ部分の１つ以上は上記の低級アルキルを介して第四級窒素に結合するの
ではなく、この第四級窒素に直接的に結合していてもよい。本発明における使用に有用な
第四級アンモニウムハロゲン化物界面活性剤は、限定するわけではないが、Akzo Chemica
l Inc.からのメチル－ビス（２－ヒドロキシエチル）ココ－アンモニウムクロリド又はオ
レイルアンモニウムクロリド（それぞれEthoquad（商標）C/12及びO/12）及びメチルポリ
オキシエチレン（１５）オクタデシルアンモニウムクロリド（Ethoquad（商標）18/25）
を含む。
【００６６】
ＩＶ．増粘剤
本発明に有用な増粘剤はアクリル酸モノマーから部分的又は完全に形成される親水性ポリ
マーを含む。アクリル酸の親水性コポリマー、好ましくは、少なくとも２０％、好ましく
は少なくとも８０％のアクリル酸残基を含むものも有用と考えられるが、アクリル酸のホ
モポリマーは一般に好ましいと考えられる。増粘剤の分子量は約２００，０００～８００
，０００であってよく、４００，０００～７００，０００は好ましいと考えられる。
【００６７】
生体医療電極
電解質を含む、本発明の重合したミクロエマルジョンＰＳＡを用いる生体医療電極は、診
断（モニタリングを含む）及び治療目的に有用である。最も基本的な形態において、生体
医療電極は、哺乳類の皮膚と接触する導電性媒体と、導電性媒体と電気診断、治療又は電
気外科装置とのインターフェースをなす電気通信手段とを含む。
【００６８】
図１及び２は、剥離ライナー１２上にある、使い捨ての診断用心電図（ＥＣＧ又はＥＫＧ
）用もしくは経皮電気神経刺激（ＴＥＮＳ）用電極１０を示している。電極１０は、保護
剥離ライナー１２の除去時に、患者の哺乳類皮膚と接触するための生体適合性でかつ接着
性の導電性媒体の領域１４を含む。電極１０は、導電性媒体の領域１４と接触する導電性
インターフェース部分１８を有する導電体部材と、電気機器（示していない）との機械及
び電気接触のための導電性媒体の領域１４を超えて延在しているタブ部分２０を含む。電
気通信のための手段１６は、少なくとも導電性媒体の領域１４と接触している側２２の上
に被覆された導電性層２６を含む。
【００６９】
典型的な導電体部材１６は約０．０５～約０．２ミリメートルの厚さのポリエステルフィ
ルムなどの材料のストリップを含み、そして約２．５～１２μｍ、好ましくは約５μｍの
厚さの銀／塩化銀のコーティング２６を２２の側の上に有することが期待される。3M Com
pany, St. Paul, MNからScotchparとして市販され又はICI Americas, Hopewell, VAからM
ellinex 505-300, 329又は339フィルムとして市販されているポリエステルフィルムであ
って、Ercon、Inc．，Waltham、MAからR-300インクとして市販されている銀／塩化銀イン
クでコーティングされているものは導電体部材１６のために現在好ましい。ＴＥＮＳ用導
電体部材１６は、Lydall, Inc., Troy, NYからManniwebとして市販されているポリエステ
ル／セルロース繊維のウェブなどの不織ウェブから製造されていてよく、そしてその２２
の側にAcheson Colloids Company, Port Huron, Mich.からSS24363として市販されている
カーボンインク層２６を有してよい。電極クリップ（示していない）と導電体部材１６と
の間の機械接触を改良するために、導電性コーティング２６を有する２２の側とは反対側
のタブ部分２０に接着剤でバッキングされたポリエチレンテープを適用してもよい。３Ｍ
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社からBlendermテープとして市販されている外科用テープはこの目的のために使用されて
よい。
【００７０】
又は、導電体部材は、米国特許第５，５０６，０５９号明細書の開示にしたがって、硫黄
反応性表面を有する非導電性の可撓性ポリマーフィルム、その表面上に付着されておりそ
して相互作用する金属層及び場合により存在しうる金属ハロゲン化層の多層構造体であっ
てよく、上記明細書の開示を参照により本明細書中に取り込む。部材１６の導電性インタ
ーフェース部分１８は、重合したミクロエマルジョンＰＳＡの領域１４に対面するポリマ
ーフィルム基材の側の上に少なくとも存在する硫黄反応性表面上に付着されている金属層
、その金属層上に被覆された、場合により存在しうる金属ハロゲン化物層及び接触領域１
４を含む。電気装置との機械及び電気接触のために脱分極は必要ないので、場合により存
在しうる金属ハロゲン化物層はタブ部分２０にまで延在する必要はない。
【００７１】
又は、導電体部材１６は、非導電性の可撓性ポリマーフィルム、導電性層、及び、無機酸
化物、好ましくは二酸化マンガンの薄い追従性の脱分極性層の多層構造体であってもよい
。ともにブレンドされた導電性層及び脱分極性層を有するフィルムの多層構造体である。
これらの別態様の両方は、米国特許第５，５０５，２００号明細書の開示にしたがって構
成されていてよく、その開示を参照により本明細書中に取り入れる。部材の導電性インタ
ーフェース部分は、重合したミクロエマルジョンＰＳＡの領域１４に対面するポリマーフ
ィルムの側の上に少なくとも被覆されている導電性層、及び、導電性層の上に被覆されて
いる薄い脱分極層及び接触領域１４を含む。電気装置との機械及び電気接触のために脱分
極は必要ないので、脱分極層はタブ部分２０には延在しない。
【００７２】
導電性接着剤領域又は非導電性接着剤領域のいずれかとしての本発明の重合したミクロエ
マルジョンＰＳＡを使用することができる生体医療電極の制限しない例は、米国特許第４
，５２４，０８７号、同第４，５３９，９９６号、同第４，５５４，９２４号、同第４，
８４８，３５３号(全てEngel)；同第４，８４６，１８５号(Carim)；同第４，７７１，７
１３号(Roberts)；同第４，７１５，３８２号(Strand)；同第５，０１２，８１０号(Stra
ndら）；同第５，１３３，３５６号(Bryanら）明細書に開示された電極を含み、これらの
開示を参照により本明細書中に取り込む。
【００７３】
非導電性生体適合性感圧接着剤の境界領域をも用いる電極において、このような境界領域
は本発明の重合したミクロエマルジョンＰＳＡを使用する場合では、任意的に存在しうる
ものとなる。望ましくは、このような境界領域はもはや必要ではないので
なくすことができる。
【００７４】
幾つかの場合には、電気通信のために手段は米国特許第４，８４８，３５３号明細書に見
られるような、生体医療電極の周囲から延在している導電性タブであってよく、又は、米
国特許第５，０１２，８１０号明細書に見られるような、絶縁性バッキング部材中にスリ
ット又はシームを介して延在している導電性部材であってよい。或いは、電気通信のため
の手段は米国特許第４，８４６，１８５号明細書に開示されているようなアイレットまた
は他のスナップ型コネクターであってよい。さらに、電気通信のための手段は、米国特許
第４，７７１，７８３号明細書に見られるようなリードワイヤーであってよい。使用する
電気通信手段のタイプに関係なく、電解質を含む本発明の重合したミクロエマルジョンＰ
ＳＡは、診断（モニタリングを含む）、治療又は電気外科の目的のための生体医療電極上
の導電性接着剤の領域として存在することができる。
【００７５】
本発明の生体医療電極を用いることができる別のタイプの診断手順は、患者の心臓の電波
パターンの長期間モニタリングであり、それにより、パターンの異常を検知することであ
る。好ましい生体医療電極の構造は、米国特許第５，０１２，８１０号(Strandら)明細書
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に開示されており、それを参照により取り入れる。本発明の重合したミクロエマルジョン
ＰＳＡはそこに示した態様のいずれかにおいて、イオン導電性媒体として使用することが
できる。好ましくは、本発明の重合したミクロエマルジョンＰＳＡは米国特許第５，０１
２，８１０号明細書の図２、３及び４に示されている態様の生体医療電極における導電性
接着剤の領域として使用される。
【００７６】
図３及び４は、米国特許第５，０１２，８１０号明細書の図２及び３にそれぞれ実質的に
対応する。電極４０は絶縁構造体４１と導電体部材４２とを含む。
【００７７】
絶縁構造体４１は第一のセクション及び第二のセクション４４及び４５を含み、それらは
一緒になって、絶縁構造体４１の対抗面４６及び４７を画定している。図３に見られるよ
うに、各セクション４４及び４５はそれぞれ延びた縁部分５０及び５１を含む。縁部分５
０及び５１は境界領域５２及び５３をそれぞれ含み、それぞれ、その境界領域は各セクシ
ョン４４及び４５の周囲部分を含みかつ縁５０及び５１に沿って延在している。そのよう
にして、セクション４４及び４５は互いに実質的に平行に延在するように配向されており
、縁部分５０及び５１が互いに重なっており、それにより、境界部分５２及び５３は重な
っている。シーム６０は縁部分５０と５１との間で形成されている。「実質的に平行」と
は、セクション４４及び４５が必ずしも正確に平行であることを意味しない。例えば、導
電体部材４２の厚さのために、正確な共通平面の整合配置から外れていてもよい。
【００７８】
導電体部材４２は、上記の生体医療導電体１６と実質的に同様であり、上記のタブ部分２
０に対応するタブ部分６１を有し、そして上記のインターフェース部分１８に対応するパ
ッド部分６２を有する。生体医療導電体部材１６と同様に、導電体部材４２は上記の態様
のいずれかであってもよい。この態様おいて、導電体部材４２は有機硫黄表面６４を有す
る非導電性の可撓性有機ポリマー基材６３、それに付着した金属層６５、及び、場合によ
り、金属ハロゲン化物層６６の多層構造体であり、上記の米国特許第５，５０６，０５９
号明細書の開示により製造される。
【００７９】
部材４２のパッド部分６２は領域７０と接触する金属ハロゲン化物層６６を場合により有
する、導電性接着剤の領域７０に対面する金属フィルムの部分を含む。脱分極は電気装置
との機械及び電気接触のために必要ないので、金属ハロゲン化物層６６はタブ部分６１へ
延在する必要はない。場合により、接着剤でバッキングされたポリエチレンテープは図１
及び２の態様と同様にタブ部分６１に適用されることができ、それにより、機械接触が改
良される。
【００８０】
一般に、電極４０は、導電体部材４２のタブ部分６１がシーム６０を通して、そして表面
又はサイド４６の部分の上を突出しているような構造である。結果として、図３及び４に
見られるように、導電体部材４２のパッド部分６２は絶縁構造体４１の片側４７の上に配
置され、導電体部材４２のタブ部分６１は絶縁構造体４１の反対側４６に配置されている
。タブ部分６１がシーム６０を超えて延在しているところ以外は、シームは接着剤などの
手段によりシールされていることが理解されるであろう。
【００８１】
図４に見られるように、タブ部分６１の下側表面６８は両面粘着テープストリップ６９の
手段によりセクション４５に固着されていることが示されている。すなわち、タブ部分６
１とセクション４５との図１の付着は、図４に示されるように上に対してでなく、タブ部
分６１の下にある接着剤６９の手段によるものである。
【００８２】
図４において、本発明の重合したミクロエマルジョンＰＳＡの導電性接着剤の領域７０は
概して導電性部材４２の下に配置されていることが示されている。場合により、導電性接
着剤の領域７０は、パッド部分６２を有する側の絶縁構造体４１にも貼り付けられている
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生体適合性皮膚用接着剤の領域７１によって囲まれているであろう。しかしながら、本発
明の重合したミクロエマルジョンＰＳＡの疎水性感圧接着性バルク特性のために、領域７
１はなくてもよく、又は、本発明の重合したミクロエマルジョンＰＳＡであってもよい。
【００８３】
図４において、剥離ライナー７５の層は場合により存在しうる皮膚用接着剤７１、導電性
接着剤７０及びパッド部分６２を有する電極４０の側に対して配置されていることを示す
。場合により、図４に示されているように、スペーサー７６又はタブ７６は剥離ライナー
７５と絶縁構造体４１の部分との間に配置され、分離を容易にすることができる。
【００８４】
種々の剥離ライナー７５は用いられてよく、例えば、皮膚接着剤及び導電性接着剤から容
易に分離されるシリコーン剥離型コーティングで被覆されたポリエステルもしくはポリプ
ロピレン材料などのポリマーを含むライナーである。
【００８５】
種々の材料は、絶縁構造体４１のセクション４４及び４５を形成するのに使用されてよい
。一般に、使用者に心地よく、強くかつ薄い可撓性材料は好ましい。好ましい材料はポリ
マーフォーム、特に、ポリエチレンフォーム、不織パッド、特にポリエステル不織パッド
、種々のタイプの紙及び透明フィルムである。透明のフィルムの制限しない例は、０．０
５ｍｍの厚さのICI Americas, Hopewell, VAからのMelinexポリエステルフィルムとして
市販されているポリエステルフィルム及び３Ｍ社からTranspore非エンボス加工テープと
して市販されている外科用テープなどのポリエステルフィルムを含む。
【００８６】
最も好ましい材料は例外的な可撓性、延伸回復性及び呼吸性を示すメルトブローンポリウ
レタン繊維から製造された不織パッドである。本発明による電極において絶縁構造体４１
に使用されうるメルトブローンポリウレタン材料は、一般に、欧州特許公報０　３４１　
８７５（Meyer)及び対応する米国特許第５，２３０，７０１号明細書(Meyerら）に記載さ
れており、参照により本明細書中に取り入れる。
【００８７】
場合により、絶縁構造体は電極４０の残部と接触する表面上に皮膚用接着剤を有する。
【００８８】
絶縁構造体４１における使用に好ましいウェブ材料（メルトブローンポリウレタン）は約
６０～１４０ｇ／ｍ２（好ましくは約１２０ｇ／ｍ２）のウェブ基本重量を有する。この
ような材料は、適切な引張り強さ及び湿分蒸気透過速度を有する。好ましい湿分蒸気透過
速度は、ＡＳＴＭ　Ｅ９６－８０により、２１℃及び５０％相対湿度で試験したときに、
約５００～３０００ｇ水／ｍ２／２４時間（好ましくは約５００～１５００ｇ水／ｍ２／
２４時間）である。このような材料についての利点は、それから形成されるウェブは良好
な弾性及び延伸回復性を示すように製造されうることである。このことは、電極が、対象
体の移動にともなって電極の一体性を損失することなく及び／又は皮膚用接着剤により与
えられたシールを損なうことなく全ての方向に良好に伸長されうることを意味する。５０
％の延伸後に全ての方向に少なくとも８５％の延伸回復率を有する材料は好ましい。
【００８９】
種々の寸法は本明細書中に開示された生体医療電極のために使用されうることが理解され
るであろう。一般に、約３．５～４．５ｃｍ×５．５～１０ｃｍの絶縁構造体は期待され
る典型的な用途に非常に適するであろう。約２００～６００ｍｍの厚さは典型的な用途に
おいて、適度な強度及び望ましい低いレリーフ又はプロファイルを提供する。
【００９０】
もし、重合したミクロエマルジョンＰＳＡが使用されず又は領域７１がなくされないなら
ば、皮膚用接着剤として種々の材料は使用されてよいことが理解されるであろう。通常、
アクリレートエステル接着剤は好ましいであろう。アクリレートエステルコポリマー接着
剤は特に好ましい。このような材料は、一般に、米国特許第２，９７３，８２６号、同再
発行特許第２４，９０６号、同再発行特許第３３，３５３号、同第３，３８９，８２７号
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、同第４，１１２，２１３号、同第４，３１０，５０９号、同第４，３２３，５５７号、
同第４，７３２，８０８号、同第４，９１７，９２８号、同第４，９１７，９２９号及び
欧州特許公報００５１　９３５号明細書に記載されており、それら全てを参照により本明
細書中に取り入れる。
【００９１】
特に、約９５～約９７質量％のイソクチルアクリレートと、約５～約３％のアクリルアミ
ドとを有し、内部粘度が１．１～１．２５ｄｌ／ｇである接着性コポリマーは現在好まし
い。
【００９２】
接着剤６９として有用な接着剤は両面粘着テープの形態の上記のアクリレートエステル接
着剤のいずれかであることができる。現在好ましい接着剤は、内部粘度が約１．３～１．
４５ｄｌ／ｇであることを除いては皮膚用接着剤のために現在好ましい接着剤と同一の接
着剤である。
【００９３】
導電性接着剤の領域７０のために、導電性媒体の領域１４のために有用であるとして上記
に記載したような導電性接着剤は好ましい。
【００９４】
種々の層の寸法及び関連したその形態は、図４において幾分か強調されて示されており、
その構造の理解を容易にするものであることが理解されるであろう。一般に、導電性部材
４２の多層構造にもかかわらず、導電性部材４２において非常にわずかなＳ型の曲がりを
有する全体にわたって実質的に平坦な外観は配列によって得られる。
【００９５】
別の生体医療電極構造は断面で図９に示されている。電極８０はスナップ８４によりカバ
ーされている開口部８３を有する非導電性バッキング８２を有し、スナップ８４を通して
スタッド又はアイレット８５が突き抜けている。スナップ８４はアイレット８５に固定さ
れており、電気計器への電気接続点を提供している。本発明の重合したミクロエマルジョ
ンＰＳＡの領域８６はアイレット８４及びバッキング８２をカバーしている。剥離ライナ
ー８８は使用前のＰＳＡ領域８６を保護する。バッキング８２は絶縁構造体４１と同一又
は同様の材料から製造されてよい。アイレット８５はプラスティックの金属メッキされた
アイレット（例えば、Micron Products, Fitchburg, MAから市販されている、銀メッキさ
れそして塩素化されたＡＢＳプラスティクアイレット）であることができる。スナップ８
４は金属製スナップ（例えば、Eyelets for Industry of Thomason, CTから市販されてい
るステンレススチールアイレットＮｏ．３０４）であることができる。電極８０において
本発明の重合したミクロエマルジョンＰＳＡが生体適合性皮膚用接着剤及びイオン導電性
媒体の両方として作用することができるので電極８０は特に好ましい。比較により、非接
着性であるがイオン導電性であるゲルパッドを生体適合性皮膚用接着剤のスカートが包囲
する必要があるモニタリング用電極、例えば、３Ｍ社から市販されているRed Dot（商標
）ブランドの電極は、より複雑な構造体である。
【００９６】
導電性接着剤として本発明を用いることができる生体医療電極の他の例は、米国特許第４
，５２７，０８７号、同第４，５３９，９９６号、同第４，５５４，９２４号、同第４，
８４８，３５３号（全てEngel)、同第４，８４６，１８５号(Carim)、同第４，７７１，
７１３号(Roberts)、同第４，７１５，３８２号(Strand)、同第５，１３３，３５６号(Br
yanら）に開示された電極を含み、それらの開示を参照により本明細書中に取り込む。こ
のような電極の製造方法は、本発明の重合したミクロエマルジョンＰＳＡがこれらの特許
に開示されている導電性接着剤の領域及び場合により皮膚用接着剤の領域で代替されうる
ことを除いてはこのような特許において開示されている。これら種々の電極構造体に含ま
れるのは、米国特許第４，８４８，３５３号（Engel)明細書の図４及び５に開示されるよ
うな特に好ましい電極構造体であり、そこで、導電性接着剤３６は本発明の重合したミク
ロエマルジョンＰＳＡで置き換えられ、また、生体適合性ＰＳＡ３２は場合によりなくし
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てよく、又は、本発明の重合したミクロエマルジョンＰＳＡで置き換えられてよい。
【００９７】
診断用ＥＫＧ手順のために使用されるときに、図１及び２に示されている電極又は米国特
許第４，５３９，９９６号明細書に示されている電極は好ましい。モニタリング心電図（
ＥＣＧ）手順のために使用されるときに、図３及び４に示されている電極及び米国特許第
４，５３９，９９６号、同第４，８４８，３５３号、同第５，０１２，８１０号及び同第
５，１３３，３５６号明細書中に開示されている電極は好ましい。
【００９８】
幾つかの場合に、生体医療用導電体は米国特許第４，８４８，３５３号明細書に見られる
ように、生体医療電極の周囲から延在している導電性タブであることができ、又は、米国
特許第５，０１２，８１０号明細書に見られるように、絶縁性バッキング部材中のスリッ
ト又はシームを通して延在している導電体部材であることができる。さもなければ、電気
通信のための手段は、米国特許第４，８４６，１８５号明細書に開示されているように、
アイレット又は他のスナップタイプのコネクターであることができる。又は、米国特許第
５，０１２，８１０号明細書に見られるような導電性タブはそれに固定されたアイレット
又は他のスナップタイプのコネクターを有することができる。
【００９９】
医療用皮膚カバー
本発明の重合したミクロエマルジョンＰＳＡを使用し、場合により、抗微生物剤及び他の
生体活性剤を含む、医療用皮膚カバーは、哺乳類皮膚又は哺乳類皮膚開口部の処置のため
に有用であり、好ましくは感染可能性に対し、そして湿分蒸気及び皮膚からの滲出物の透
過のためにも有用である。
【０１００】
図６は、バッキング材料９２と、バッキング材料９２上に被覆された本発明の重合したミ
クロエマルジョンＰＳＡの層９４を有し、剥離ライナー９６で使用まで保護されている医
療用皮膚カバー９０の断面図を示す。好ましくは、抗微生物剤９８はバッキング材料９２
の上の被覆の前に剤９８を添加することにより層９４中に含まれる。又は、層９４は米国
特許第４，９３１，２８２号(Asmusら）による充填シーラントとして使用されてよく、こ
の開示を参照により本明細書中に取り入れる。
【０１０１】
使用のために、剥離ライナー９６は除去され、そして重合したミクロエマルジョンＰＳＡ
の層９４は医療用テープ、負傷ドレッシング、一般的な臨床医学的用途の包帯又は水湿分
吸収特性を有する他の医療用デバイスの一部として患者の皮膚に適用されることができる
。
【０１０２】
接着剤層９４は、医療用テープ、ドレッシング、包帯などとしての使用のために高い湿分
蒸気透過性を有する幾つかのバッキング材料のいずれかから選択されるバッキング材料９
２の層の上に被覆されることができる。適切なバッキング材料は、米国特許第３，６４５
，８３５号及び同第４，５９５，００１号明細書に開示されているものを含み、それらの
開示を参照により本明細書中に取り込む。押出成形可能なポリマーとして市販されている
種々のフィルムの他の例は、E.I.DuPont de Nemours and Compaqny, Wilmington, DEから
入手可能なHytrel（商標）4056及びHytrel（商標）3548のブランドのポリエステルエラス
トマー、B.F. Goodrich, Cleveland, OHから入手可能なEstaneブランドのポリウレタン、
又は、K.J. Quinn & Co., Maiden, MAから入手可能なQ-thaneブランドのポリウレタンを
含む。
【０１０３】
適切なバッキング材料の層９２と組み合わされた、重合したミクロエマルジョンＰＳＡの
層９４はドレッシングとして使用できる。
【０１０４】
本発明の重合したミクロエマルジョンＰＳＡは優れた湿分蒸気透過特性を有する。接着剤
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層９４の湿分蒸気透過速度はバッキング層９２の湿分蒸気透過速度に近く（すなわち、８
０％以内）であり、そしてときどき、それを超え、それにより、湿分蒸気及び体滲出物は
哺乳類皮膚から容易に輸送されることができる。
【０１０５】
本発明の重合したミクロエマルジョンＰＳＡは、米国特許第５，２７０，３５８号明細書
に記載されるように、連続の感圧接着剤マトリックス中に分散した別個のゲル粒子として
使用されて、医療用途で有用な二相複合材を形成することもでき、その開示を参照により
本明細書中に取り入れる。
【０１０６】
接着剤層９４は直接コーティング、ラミネーション及びホットラミネーションを含む種々
の方法によりバッキング層９２上に被覆されることができる。その後、剥離ライナー９６
は、直接コーティング、ラミネーション及びホットラミネーションを用いて適用すること
ができる。
【０１０７】
ラミネーション及びホットラミネーションの方法は、バッキング材料層９２への接着剤層
９４の層の上への圧力の適用又は熱と圧力の適用を伴う。ホットラミネーションのための
温度は約５０℃～約２５０℃であり、そしてラミネーション及びホットラミネーションの
両方に適用される圧力は約０．１ｋｇ／ｃｍ２～約５０ｋｇ／ｃｍ２である。
【０１０８】
医薬輸送デバイス
本発明の親水性感圧接着剤組成物を用い、そして場合により、局所、経皮もしくはイオン
泳動性治療剤及び賦形剤、溶剤又は浸入性向上剤を含む、医薬輸送デバイスは、哺乳類皮
膚に又は皮膚を通して医薬もしくは他の活性剤を輸送するために有用である。
【０１０９】
図７は、バッキング層１０２、その上に被覆された、本発明の重合したミクロエマルジョ
ンＰＳＡを含む層１０４を有し、そして剥離ライナー１０６により保護されている経皮も
しくは局所医薬輸送デバイス１００の断面図を示す。医薬もしくは他の治療剤を収容する
ために、層１０２と層１０４との間に他の層が存在してもよい。または、図７に示される
ように、医薬及び他の薬剤１０８は接着剤層１０４中に分散される。
【０１１０】
バッキング層１０２は、当業者に知られておりそして医薬輸送デバイスに有用であるどの
バッキング材料であってもよい。このようなバッキング材料の制限しない例は、ポリエチ
レン、エチレン－酢酸ビニルコポリマー、ポリエチレン－アルミニウム－ポリエチレン複
合材、及び、３Ｍ社から市販されているScotchPak（商標）ブランドのバッキングである
。
【０１１１】
剥離ライナー１０６は、当業者に知られているどの剥離ライナーであってもよい。このよ
うな市販の剥離ライナーの制限しない例は、H.P.Smith Co.から市販されているシリコー
ン処理されたポリエチレンテレフタレートフィルム及び３Ｍ社からブランド名ScotchPak
（商標）剥離ライナーで市販されているフルオロポリマーで被覆したポリエステルフィル
ムを含む。
【０１１２】
治療剤１０８は当業者に知られておりそして患者の皮膚に局所的に又は皮膚を通して経皮
的に又はイオン泳動的に輸送することが認可されているどの治療活性材料であってもよい
。経皮輸送デバイスにおいて有用な治療剤の制限しない例は、局所もしくは経皮適用に使
用される活性薬剤もしくはその塩、又は、傷治癒を促進するのに使用される成長因子であ
る。薬剤もしくは薬理学的活性剤として特定される他の治療剤は米国特許第４，８４９，
２２４号及び同第４，８５５，２９４号明細書並びにＰＣＴ特許公報ＷＯ８９／０７９５
１に開示されている。
【０１１３】
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賦形剤又は侵入性向上剤も当業者に知られている。侵入性向上剤の制限しない例はエタノ
ール、メチルラウレート、オレイン酸、イソプロピルミリステート及びグリセロールモノ
ラウレートを含む。当業者に知られている他の侵入性向上剤は米国特許第４，８４９，２
２４号及び同第４，８５５，２９４号明細書並びにＰＣＴ特許公報ＷＯ８９／０７９５１
に開示されている。
【０１１４】
経皮輸送デバイスの製造方法はその構造による。
【０１１５】
図７に示す医薬輸送デバイス１００は以下の一般方法を用いて製造できる。適切な溶剤中
に、治療剤１０８及び所望により存在しうる賦形剤を溶解することにより溶液を調製し、
それをミクロエマルジョン中に混合し、この混合は組成物を形成する前に、組成物の形成
の間に、又は、既に形成された組成物中に直接的に行なう。得られた装填された接着剤組
成物を、バッキング層１０２上に被覆する。剥離ライナー１０６は装填された接着剤層１
０４を覆うように取り付けられる。
【０１１６】
実施例
２種の親水性モノマー、すなわち、アクリル酸１０．１９ｇとポリオキシエチレンアクリ
レート２３．７８ｇとを混合することにより第一の混合物を形成した。後者はShin-Nakam
ura Chemical Co. Ltd., Wakayama, JapanからＡＭ９０Ｇエステルとして市販されている
。その後、疎水性モノマーの役割を担うイソオクチルアクリレート１４．８９ｇを第一の
混合物に添加し、第二の混合物を形成した。その後、PPG IndustriesからＳＡＭ２１１と
して市販されている重合性アニオン界面活性剤１１．６ｇを第二の混合物に添加し、第三
の混合物を形成した。その後、重合を誘導することができる開始剤０．０５ｇを第三の混
合物に添加して、第四の混合物を形成した。詳細には、Ciba Geigy, Hawthorne, NYからI
rgacure（商標）６５１として市販されている２，２－ジメトキシ－２－フェニルアセト
フェノンを使用した。次に、水１９．２ｇ及びＫＣｌ０．８ｇを含む水性混合物を調製し
た。この水性混合物と第四の混合物とをいっしょに混合してミクロエマルジョンを形成し
た。
【０１１７】
例１～６の各々において、この基礎エマルジョンに対して、増粘性ポリマーとして試験し
ている特定量の物質をさらに添加し、増粘されたミクロエマルジョンを形成しようと試み
た。これらの実験についての材料、量及び観測結果を表１に示す。
【０１１８】
【表１】
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【０１１９】
例１
この例における試験物質は分子量が約５５０，０００であるポリアクリル酸の１７％水溶
液であった。試験物質は標準的な合成技術を用いてモノマーから製造した。詳細には、重
合は熱で活性化される開始剤である過硫酸カリウムにより開始され、そして反応を窒素雰
囲気下で７６℃で行なった。試験物質をミクロエマルジョンに添加したときに、ミクロエ
マルジョンは透明で安定なままであったが、粘度は３００ｃｐｓまで増加し、この粘度は
従来の技術を用いて非常に容易に加工可能なものとする。
【０１２０】
例２
この例における試験物質はB.F. Goodrich, Cleveland, OHからGood-rite K-702として市
販されており、分子量が約２４０，０００であるポリアクリル酸２５％水溶液である。こ
こでも、ミクロエマルジョンは透明で安定なままであったが、より小さい粘度増加を達成
するために、ずっと多量の増粘剤が要求された。
【０１２１】
例３
この例における試験物質はISP Technologies, Wayne, NJからＫ－３０として市販されて
おり、分子量が約６６，０００のポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）である。これは失敗例
であり、溶液がミクロエマルジョンの脱安定化に首尾一貫した乳濁外観を示し、そして使
用不可能であった。ポリアクリル酸と同様に、ＰＶＰは主鎖に結合した極性部分を有する
ビニルポリマーであるが、増粘剤として不適切であるようであり、そしてアクリル酸基の
重要性を示したことになる。
【０１２２】
例４
この例における試験物質はISP TechnologiesからＫ－９０として市販されており、分子量
が約１，５００，０００のポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）である。これもさらなる失敗
例であり、溶液が一貫して霜状外観を示し、そして使用不可能であった。
【０１２３】
例５
この例における試験物質はISP TechnologiesからＫ－１２０として市販されており、分子
量が約３，５００，０００のポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）である。これもさらなる失
敗例であり、溶液が可視性ゲル粒子を示し、そして使用不可能であった。
【０１２４】
例６
この例における試験物質はガラクトース単位とマンノース単位とから形成された、分子量
が約２２０，０００の天然ポリマーであるグアーガムであった。それはRhone Poulenc, V
ernon, TXから粉末形態で市販されている。これもさらなる失敗例であり、溶液は可視性
ゲル粒子を示し、そして使用不可能であった。従来の導電性接着剤において増粘させる化
合物は特殊なケースの二連続導電性接着剤において有効でないことを示している。
【０１２５】
例７
ミクロエマルジョンを以下のとおりに調製した。アクリル酸１４ｇと、Shin-Nakamura Ch
emical Co. Ltd., Wakayama, JapanからＡＭ９０Ｇエステルとして市販されているポリオ
キシエチレンアクリレート１４ｇの２種の親水性モノマーを混合することにより第一の混
合物を形成した。これに、疎水性モノマーの役割を担うイソオクチルアクリレート１４ｇ
を添加した。この第二の混合物に、ICIから入手可能な１８ｇの界面活性剤Brij（商標）
９７を添加して、第三の混合物を形成した。その後、Ciba Geigy Corp.から入手可能な０
．５ｇのIrgacure（商標）２９５９を添加して、第四の混合物を形成した。その後、水２
３ｇ、ＫＣｌ１．２ｇ及びプロピレングリコール１０ｇを含む水性混合物を調製した。こ
の水性混合物と第四の混合物とをいっしょに合わせてミクロエマルジョンを得た。
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このミクロエマルジョンに、例１により調製した、分子量が約５５０，０００であるポリ
アクリル酸の１７％水溶液を添加した。この溶液をミクロエマルジョンに加えたときに、
ミクロエマルジョンは透明で安定なままであり、そして粘度は約２００ｃｐｓに増加し、
従来の技術を用いて容易に加工可能であった。
【０１２７】
例８
例１の増粘されたミクロエマルジョンを、その後、ナイフコーターを用いて基材としての
剥離ライナー上に被覆した。２５ミル（０．６４ｍｍ）の厚さのコーティングが得られる
ようにナイフを設定した。Sylvania, Danvers, MAから市販されている３５０ブラックラ
イトを用いて紫外線に暴露することにより、被覆されたミクロエマルジョン中で重合を誘
導した。１８００ｍＪ／ｃｍ２の合計照射量を約７分間にわたって適用し、導電性の二連
続接着剤を形成した。この導電性接着剤は人の皮膚に対する優れた付着性を有した。
【図面の簡単な説明】
【図１】哺乳類の患者の心臓の状態を診断又はモニターするために使用される、本発明の
重合したミクロエマルジョンＰＳＡを含む生体医療電極の上面図である。
【図２】図１の生体医療電極の断面図である。
【図３】心臓の状態のより長期間にわたる診断又はモニターのために使用される、本発明
の重合したミクロエマルジョンＰＳＡを含むモニタリング用生体医療電極の上面図である
。
【図４】図３のモニタリング用生体医療電極の断面図である。
【図５】本発明の重合したミクロエマルジョンＰＳＡ及びスタッドコネクターを含む別の
モニタリング用生体医療電極の断面図である。
【図６】本発明の重合したミクロエマルジョンＰＳＡを含む医療用哺乳類皮膚カバーの断
面図である。
【図７】本発明の重合したミクロエマルジョンＰＳＡを含む医薬輸送デバイスの断面図で
ある。
【符号の説明】
１０…電極
１２…保護用剥離ライナー
１４…生体適合性で接着性の導電性媒体の領域
１６…電気通信手段
１８…導電性インターフェース部分
２０…タブ部分
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